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協
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家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
で
農
業
経
営
に
た

ず
さ
わ
る
各
世
帯
員
が
、
意
欲
と
や
り
甲
斐
を
持

っ
て
経
営
に
魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
、
経

営
方
針
や
役
割
分
担
、
家
族
み
ん
な
が
働
き
や
す

い
就
業
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
家
族
間
の
十
分
な

話
し
合
い
に
基
づ
き
、
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
大
倉
新
田
で
畜
産
と
水
田
の
複
合
経

営
を
営
ん
で
い
る
石
橋
武
彦
さ
ん
宅
（
６
人
家
族
）

に
お
尋
ね
を
し
ま
し
た
。

　

経
営
内
容
は
主
に
肉
用
牛
１
３
０
頭
、
そ
の
ブ

ラ
ン
ド
名
は
交
雑
牛（
し
あ
わ
せ
絆
牛
）、和
牛（
し

あ
わ
せ
満
天
牛
）
の
一
貫
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

（
東
日
本
産
直
ビ
ー
フ
研
究
会
員
）
ま
た
、
水
田

の
経
営
面
積
で
は
約
16　

を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
経
営
協
定
を
行
っ
た
決
め
手
は
、
農
業
後

継
者
（
武
彦
さ
ん
）
が
外
で
畜
産
業
に
就
農
し
て

い
た
が
、
後
を
継
い
で
く
れ
る
と
昨
年
８
月
頃
に

踏
み
切
っ
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
12
月

17
日
に
千
葉
県
香
取
農
業
事
務
所
職
員
と
大
倉
・

津
宮
地
区
担
当
農
業
委
員
の
立
ち
合
い
で
、
家
族

３
名
（
重
信
（
父
）、と
し
子
（
母
）、武
彦
（
本
人
））

の
協
定
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

　

香
取
市
の
畜
産
業
に
新
た
な
人
材
が
加
わ
っ
た

こ
と
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
事
で
あ
り
、
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 （
農
業
委
員　

鈴
木　

清
）　

ha



かとり農業委員会だより 令和２年５月（２）

農
地
の
利
用
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

農
地
許
可
申
請
か
ら

許
可
書
交
付
ま
で
の
流
れ

農地の改良の埋立等を行う場合には、軽微な農地改良の届出書（農業
委員会届出）が必要です。
　なお、土木課や環境安全課などの他法令の許可申請や、農地造成の
一時転用の許可申請（千葉県）が併せて必要となる場合があります。
♠農地の改良を行う場合の留意点
　・平均盛土の厚さが１ｍ未満であること。
　・500㎡未満であること。（500㎡以上3,000㎡未満の埋立について
　  は環境安全課、3,000㎡以上については千葉県への許可申請が併 
　  せて必要。）
　・土地所有者が自らの意思に基づいて行うもの。
　・埋立や盛土の土質は現状の耕作土と同等以上の耕作土に適したも
　  のであること。
　・残土処分を目的としたものではないこと。
　・道路・水路に接して盛土する場合は、土木課（管理者）と協議すること。
　・工事期間が3カ月以内であること。
　・上記以外の事項がある場合には、各担当部署との協議・許可等が必要。
　他法令の許可を必要とする農地造成の一時転用許可申請の場合
は、県知事許可となりますので、申請から許可までに１カ月以上かか
ります。
　農地改良の届出は、改良を行う１カ月前までに届出をお願いします。

　　農地を埋め立てる前には、必ず農業委員会にご相談ください。

　

遊
休
農
地
の
現
状
把
握
の
た
め
、
農
地

法
に
基
づ
き
毎
年
１
回
農
地
の
利
用
状
況

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
結
果
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

 

農
家
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

次
回
は
令
和
２
年
８
月
頃
よ
り
実
施
す
る

予
定
で
す
。
調
査
の
際
は
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
農
業
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
農
家
の
経
営
と
く
ら

し
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！
」

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
地
域
農
業
者
の
代
表
機
関
で
あ

る
農
業
委
員
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
行
す
る 

週
刊

の
農
業
総
合
専
門
誌
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

・
発
行
日
：
毎
週
金
曜
日
（
購
読
者
の
ご
自
宅
に
郵

　
　
　
　
　
　

送
さ
れ
ま
す
）

　

・
購
読
料
：
１
ヶ
月
７
０
０
円

　

・
申　

込
：
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
ま
し
ょ
う

農地の改良についてのお願い

令和元年度利用状況調査結果

進達

申
請
書
受
付

中旬

市
農
業
委
員
会
事
前
審
査
会

下旬

市
農
業
委
員
会
総
会

翌月上旬

市
許
可
書
発
行
（
３
条
）

上旬・中旬

県
農
業
会
議

常
設
審
議
委
員
会

（
４
・
５
条
）

（
転
用
面
積
が

30　

以
上
案
件
）

a

中旬

県
知
事
許
可
書
発
行

県
農
業
事
務
所
審
査
会

（
４
・
５
条
）

㊟
２
ha
以
上

県
担
当
課
審
査

翌
月
以
降
許
可
書
発
行

下旬

3,487,732

3,677,430

189,698

1,819,465

1,927,326

107,861

0

0

0

5,307,197

5,604,756

297,559

2,126,934

2,313,813

186,879

699,527

762,856

63,329

0

0

0

2,826,461

3,076,669

250,208

田

平成 30 年

令和元年

差引値

畑 樹園地 計 田 畑 樹園地

うち農用地区域（㎡）

単位：㎡

A分類（㎡）

A分類（再生利用が可能な荒廃農地）の集計

計



かとり農業委員会だより令和２年５月（３）

 

全
国
的
に
農
業
経
営
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
で
、
将
来
の

農
業
集
落
の
展
望
が
描
け
な
い

地
区
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
区
の
農
業
者
の

間
で
、
人
と
農
地
の
問
題
を
話

し
合
っ
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
内
で
は
、
令
和
元
年
度
に

新
た
に
６
の
地
区
で
プ
ラ
ン
が

作
成
さ
れ
、
現
在
累
計
で
61
地

区
で
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成

を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
農
政
課
、
農

業
委
員
会
事
務
局
や
お
近
く
の

農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

香
取
市
農
地
賃
借
料
情
報

農
作
業
標
準
賃
金
・
水
田
機
械
作
業
料
金

　

左
の
表
の
標
準
賃
金
並
び
に
標
準
作
業
料
金
に
つ
い
て
は
、
千

葉
県
農
業
会
議
の
開
示
資
料
を
香
取
市
は
準
拠
し
て
お
り
ま
す
。

 

作
業
料
金
を
決
め
る
際
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
下
さ
い
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を

作
成
し
ま
し
ょ
う

【田（水稲）の部】 （単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

【畑（普通畑）の部】

※データ数は、集計に用いた筆数である。
※賃借料を物納（水稲）としている場合は、60㎏あたり14,100 円に換算している。

１ 農作業標準賃金（令和2年度）

２ 水田機械作業標準料金（令和2年度）

＊乾燥調製、育苗を除く作業はオペレーター１人付料金

地　区　名
佐原地区
小見川地区
山田地区
栗源地区
全市平均

平均額
18,300
11,100
8,700
11,200
12,800

最高額
30,000
17,000
12,200
21,100

最低額
6,000
4,000
3,000
5,000

データ数
1,003
1,067
200
18

地　区　名
佐原地区
小見川地区
山田地区
栗源地区
全市平均

作業種目
水田作業
畑作業

果樹収穫作業

契約種別 標準賃金 備　　考

作業種目 契約種別 標準料金 備　　　　考

平均額
11,000
10,000
9,000
8,800
9,600

最高額
18,000
15,900
12,000
16,000

最低額
5,000
3,000
4,000
3,000

9,900
8,200
7,700

1 日
1 日
1 日

備考

備考データ数
35
73
24
44

実労働時間　８時間
実労働時間　８時間
実労働時間　８時間

6,100耕　起 トラクター 10a 請負

6,400代かき 10a 請負トラクター
⑴仕上げの料金、⑵ドライブハロー
使用、⑶ロータリーを使用の場合は
上の耕耘料金に準ずる

17,40010a 請負コンバイン刈取脱穀
⑴乾燥場までの籾運搬は別途、⑵乾
燥場までの籾運搬費は籾運搬コンテ
ナを使用する場合、10a 当り 900 円

3710a 請負トラクター畔塗り ⑴標準料金金額は 1m 当りの料金で
あり、100mを基礎に算出

7,40010a 請負田植機植　付 ⑴稚苗植の額、⑵苗費は別途

2,80060kg 当り乾燥調製 ⑴籾摺料金（640 円）を含む
7901 箱当り育　苗 ⑴稚苗（硬化苗）の額

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
令
和
元
年
12
月
ま
で

に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る

賃
借
料
水
準
（
10  

あ
た
り
）
は
左
の
表
の

と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

農
地
の
賃
貸
料
を
決
め
る
際
の
参
考
と
し

て
ご
活
用
下
さ
い
。 a



かとり農業委員会だより 令和２年５月（４）

　

田
ん
ぼ
が
緑
一
色
と
な
り
ま
し

た
。
天
候
が
順
調
に
推
移
し
豊
作
を

期
待
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
何
と
か
終
息
し
た

い
も
の
で
す
。

　

今
は
特
に
農
業
で
の
後
継
者
を
如

何
に
確
保
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
畜
産
で
家
族
経

営
協
定
に
よ
り
後
継
者
が
出
来
た
肉

用
牛
一
貫
経
営
と
水
田
の
複
合
経
営

農
家
を
特
集
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
後
継
者
の
益
々
の
御
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
・
御

鞭
撻
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

                                                                                                            

編
集
長　

栗
林　

利
男　

後

編

記

集

農地の売買・転用等の申請受付期間並びに総会予定表
＜令和２年７月～令和３年４月＞

  ７月７日（火）
  ８月５日（水）
  ９月７日（月）
１０月７日（水）
１１月６日（金）
１２月８日（火）
  １月８日（金）
  ２月５日（金）
  ３月５日（金）
  ４月７日（水）

総会開催日

  ６月１６日（火）～１９日（金）
  ７月１６日（木）～２０日（月）
  ８月１７日（月）～２０日（木）
  ９月１６日（水）～１８日（金）
１０月１６日（金）～２０日（火）
１１月１７日（火）～２０日（金）
１２月１４日（月）～１７日（木）
  １月１８日（月）～２０日（水）
  ２月１５日（月）～１８日（木）
  ３月１６日（火）～１９日（金）

受付期間

令和２年  ６月分
令和２年  ７月分
令和２年  ８月分
令和２年  ９月分
令和２年１０月分
令和２年１１月分
令和２年１２月分
令和３年  １月分
令和３年  ２月分
令和３年  ３月分

年　月

6月末日

6月末日

菖蒲のはな

現況届は、6月末日までに農業委員会に提
出してください。


